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世
の
中
に
は
訳

の
分
ら
ぬ
事
が
あ

ま
り
に
も
多
い
。

音
楽
理
論
に
は
精

通
し
て
い
る
つ
も
り
の
私
も

ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
世

界
は
知
ら
ぬ
事
だ
ら
け
で
あ

る
。
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン

の
名
前
は
知
っ
て
い
た
が
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
５
が
そ
の
出
身

母
体
で
あ
る
事
も
、
そ
の
世

界
で
は
レ
ジ
ェ
ン
ド
で
あ
る

事
も
知
ら
な
か
っ
た
。

　

近
所
に
芸
能
プ
ロ
が
あ
り
、

変
な
キ
ャ
ラ
で
も
同
じ
人
間

だ
か
ら
歯
も
悪
く
な
る
。
だ

が
マ
ス
コ
ミ
が
ギ
ャ
ア
ギ
ャ

ア
言
う
の
は
マ
ス
コ
ミ
の
嗜

好
に
依
る
だ
け
で
な
い
。

　

今
や
エ
ン
タ
メ
は
衰
退
一

路
の
一
次
産
業
、
二
次
産
業

や
三
次
の
保
険
証
券
金
融
さ

え
超
え
る
勢
い
の
巨
大
産
業

に
成
長
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
も

予
見
で
き
な
か
っ
た
、
資
本

主
義
の
熟
成
生
態
が
私
が
生

き
る
現
代
の
実
体
な
の
だ
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
そ
の
実
体

と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
駆
け
巡

る
電
波
情
報
が
創
出
す
る
虚

像
な
の
だ
。

　

少
年
の
身
で
大
ス
タ
ー
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
マ
イ
ケ
ル

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
自
分
と
電

子
機
器
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
何
万
人
失
業
さ
せ
た
の
か

も
知
ら
ず
に
世
を
去
っ
た
。

科
は
23
・
４
％
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
を
説
明
し
た
。
同
氏

は
、
こ
の
間
、
医
業
収
入
は

医
科
で
38
・
９
％
上
昇
し
た

一
方
、
歯
科
で
は
マ
イ
ナ
ス

２
・
４
％
に
落
ち
込
ん
だ
と

解
説
。
豊
富
な
統
計
デ
ー
タ

で
、
医
科
歯
科
間
の
格
差
が

歴
然
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

実
証
的
に
示
し
た
。

　

ま
た
中
道
氏
は
、「
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な

原
価
を
補
償
す
る
と
い
う
診

療
報
酬
の
原
則
や
、
医
師
・

歯
科
医
師
所
得
の
公
正
な
確

保
を
目
指
す
と
い
う
改
定
の

基
本
精
神
が
守
ら
れ
て
い
な

い
」「
政
府
の
不
作
為
に
よ

り
、
歯
科
が
お
と
し
め
ら
れ

た
」
と
述
べ
、
次
期
改
定
に

つ
い
て
「
自
民
党
に
頼
っ
て

い
る
限
り
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
歯
科
医
療
費

が
10
年
以
上
、
約
２
兆
５
０

　

伊
津
進
弘
理
事
長
は
あ
い

さ
つ
で
、「
弱
者
切
り
捨
て

の
構
造
改
革
路
線
の
結
果
、

国
民
の
暮
ら
し
が
崩
壊
し
、

受
診
抑
制
な
ど
の
影
響
で
歯

科
医
院
の
経
営
も
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
社
会
保

障
の
充
実
に
よ
っ
て
内
需
を

喚
起
し
国
民
生
活
を
立
て
直

す
と
と
も
に
、
国
民
の
要
求

に
根
付
い
た
歯
科
医
療
を
提

言
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
総
選
挙
を
要
求
実
現
の

絶
好
の
機
会
と
指
摘
し
た
。

　

中
道
氏
は
、
歯
科
医
師
所

得
の
低
落
基
調
に
歯
止
め
が

豊富な統計データで、診療報酬の
抜本的な拡大を実証的に示す中道氏
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０
０
億
円
で
推
移
し
て
い
る

実
態
を
問
題
視
。
保
険
診
療

で
経
営
が
成
り
立
た
な
い
こ

と
や
、
国
際
的
に
日
本
の
歯

科
医
療
が
優
れ
て
い
る
現
状

な
ど
を
示
し
、「
歯
科
医
療

費
は
３
兆
５
０
０
０
億
円
以

上
求
め
て
も
い
い
。
現
行
制

度
を
正
し
、
基
礎
的
点
数
を

適
正
評
価
す
れ
ば
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
額
に
な
る
」
と
診
療

報
酬
の
抜
本
的
拡
大
の
妥
当

性
を
訴
え
た
。
協
会
・
保
団

連
の
診
療
報
酬
改
善
は
、
正

当
な
要
求
で
あ
る
こ
と
が
改

め
て
鮮
明
に
な
っ
た
。

　

近
畿
厚
生
局
は
８
月
26
日

付
で
、
今
年
度
の
集
団
的
個

別
指
導
の
実
施
通
知
を
対
象

者
へ
送
付
し
た
。
今
年
は
４

２
７
人
が
集
団
的
個
別
指
導

に
選
定
さ
れ
今
月
に
実
施
さ

れ
る
。
前
々
年
度
ま
で
は
高

点
数
上
位
４
％
を
対
象
と
し

て
い
た
が
、
前
年
度
か
ら
上

位
８
％
が
選
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
件
数
が
２
倍

に
増
え
て
い
る
。
し
か
も
前

年
度
と
同
様
に
、
今
回
の
実

施
通
知
に
は
「
今
回
の
指
導

を
正
当
な
理
由
な
く
欠
席
さ

れ
た
場
合
は
個
別
指
導
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
」
と
脅
し
文
句
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

今
年
３
月
に
保
団
連
・
協

会
が
厚
労
省
へ
指
導
問
題
で

要
請
し
た
後
、
厚
労
省
は
脅

減
免
制
度
の
拡
充
な
ど
を
図

り
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て

指導対策講習会 10月10日
427人に集団的個別指導

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
や
、
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
の
18
歳
ま

で
の
無
料
化
（
入
院
・
通
院

と
も
に
）
な
ど
を
働
き
か
け

る
。

　

ま
た
、
市
長
の
公
約
で
あ

る
保
育
所
の
待
機
児
童
を
な

く
す
べ
く
、
民
間
委
託
で
は

な
く
市
の
運
営
で
保
育
所
を

増
設
す
る
こ
と
や
、
保
育
士

の
増
員
、
低
所
得
者
の
た
め

の
保
育
料
の
減
免
制
度
の
拡

充
な
ど
を
求
め
る
。

　

要
請
行
動
へ
の
ご
参
加

や
、
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
場
合
は
、

協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

で
、
大
阪
市
内
各
区
に
対
し

て
、
国
保
・
介
護
の
保
険
料

　

大
阪
市
内
の
各
区
に
対
し

て
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

医
療
や
介
護
保
険
、
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
や
生
活
保
護

行
政
の
改
善
、
ま
た
は
「
行

政
手
続
法
」
に
基
づ
い
た
行

政
執
行
な
ど
を
求
め
る
、
大

阪
市
内
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
７
日
の
大
正
区
を
皮
切

り
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

こ
の
要
請
行
動
は
、
協
会

が
常
任
幹
事
と
し
て
加
盟
し

て
い
る
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
が
実
施
す
る
も
の

し
文
句
に
つ
い
て
通
知
か
ら

削
除
す
る
よ
う
に
近
畿
厚
生

局
に
連
絡
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
い
た
。
今
年
４
月
以
降

に
実
施
さ
れ
て
い
る
指
導
の

実
施
通
知
な
ど
に
は
脅
し
文

句
が
す
で
に
削
除
さ
れ
て
い

る
。

　

今
年
度
の
新
規
個
別
指
導

は
８
月
か
ら
す
で
に
再
開
さ

れ
て
お
り
、
個
別
指
導
に
つ

い
て
も
順
次
実
施
さ
れ
て
い

く
可
能
性
が
あ
る
。
協
会

は
、
個
別
指
導
対
策
と
し
て

10
月
10
日
に
「
新
規
個
別
指

導
対
策
講
習
会
」
を
開
く
。

ま
た
、
日
常
の
カ
ル
テ
の
書

き
方
や
注
意
点
に
つ
い
て
も

解
説
す
る
の
で
、
通
常
の
個

別
指
導
対
策
と
し
て
も
受
講

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
４
面
行
事
案
内
参
照
）

あ
る
」
と
指
摘
。
歯
科
の
改

定
率
が
医
科
を
下
回
り
続
け

た
１
９
８
２
年
か
ら
の
「
歯

科
の
失
わ
れ
た
16
年
」
で
、

改
定
率
の
累
積
値
は
医
科
が

48
・
９
％
な
の
に
対
し
、
歯

き
か
な
い
理
由
と
し
て
、
歯

科
疾
患
の
軽
症
化
や
患
者
の

一
部
負
担
増
、
新
規
参
入
増

な
ど
を
挙
げ
た
。
特
に
医
科

歯
科
間
の
改
定
率
の
格
差
を

示
し
、「
改
定
に
不
合
理
が

　

適
正
な
歯
科
医
療
費
は
３
兆
５
０
０
０
億
円
以
上―
―

。
協
会
が
８
月
23
日
に
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
09
「
２
０
１
０
年
改
定
と
今
後
の
歯
科
医
療
」
で
、

『
日
本
歯
科
評
論
』
の
連
載
担
当
の
中
道
勇
氏
（
富
山
県
開
業
）
は
、
歯
科
医
療
を
正
当

に
評
価
す
れ
ば
１
兆
円
以
上
の
上
積
み
が
妥
当
と
訴
え
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
総
選
挙

の
動
向
を
踏
ま
え
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
歯
科
の
展
望
や
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
化
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。（
関
連
２
面
）

中
道
氏
、診
療
報
酬
拡
大
の
妥
当
性
示
す

歯
科
医
療
費 

適
正
評
価
で
１
兆
円
増

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
09

大
阪
市
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
７
日
ス
タ
ー
ト

市
長
公
約
、待
機
児
童
の
解
消
な
ど
要
請

９月７日（月） 14：00～15：30 大 正 区
９月８日（火） 10：00～11：30 福 島 区
９月９日（水） 10：00～11：30 住之江区
９月10日（木） 15：45～17：15 北 区

９月11日（金）
10：00～11：30 阿倍野区
14：00～15：30 住 吉 区

９月15日（火） 14：00～15：30 此 花 区
９月16日（水） 14：00～15：30 港 区
９月17日（木） 14：00～15：30 天王寺区

９月18日（金）
10：00～11：30 平 野 区
13：30～15：00 鶴 見 区

９月24日（木）
10：00～11：30 中 央 区
14：00～15：30 西 区

９月28日（月）
10：00～11：30 都 島 区
14：00～15：30 旭 区

（市内キャラバン主な日程一覧）

解
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、

開
業
医
や
歯
科
に
対
す
る
引

き
上
げ
の
明
言
は
な
く
、
今

後
の
働
き
か
け
が
大
切
に
な

る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
、
財

源
と
し
て
高
速
道
路
の
無
料

化
に
ま
わ
す
の
か
そ
れ
と
も

福
祉
の
充
実
に
ま
わ
す
か
な

ど
、
財
政
の
使
い
方
に
問
題

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

民
主
の
立
ち
位
置
が
ど
ち

ら
に
振
れ
る
か
は
、
ひ
と
え

に
、
国
民
の
世
論
と
運
動
に

か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
協
会
・
保
団
連
の
役
割

は
益
々
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

　

衆
院
で
多
数
を
得
た
と
は

言
え
、
再
可
決
に
必
要
な
３

分
の
２
を
単
独
で
得
た
わ
け

で
は
な
く
、
参
院
で
も
単
独

過
半
数
で
は
な
い
。

　

国
民
生
活
の
改
善
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
非
自
公
勢
力

に
は
、
一
致
点
を
広
げ
な
が

ら
多
様
な
選
択
肢
が
国
民
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
い

っ
そ
う
の
体
勢
建
て
直
し
に

努
め
て
ほ
し
い
。

「
国
民
が
主
役
の
日
本
」
と

の
目
線
で
民
意
の
期
待
を
大

き
く
集
め
た
。

　

民
主
党
は
選
挙
の
最
大
の

争
点
と
な
っ
た
社
会
保
障
の

充
実
と
い
う
課
題
と
、
財
界

の
利
益
に
も
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
情
、
あ
る
い

は
日
米
同
盟
を
機
軸
と
し
た

外
交
路
線
と
の
間
で
矛
盾
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
を
孕
ん

で
い
る
。

　

で
は
、
今
後
の
歯
科
界
は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
協
会

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、「
効

果
や
安
全
性
が
確
立
し
た
歯

科
技
術
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
保
険
を
適
用
す
る
」「
70

歳
以
上
の
１
割
負
担
の
現
状

維
持
」
な
ど
、
国
民
と
歯
科

保
険
医
の
願
い
が
実
現
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
で
は
病
院
に
は
理

　

今
回
の
衆
院
選
挙
は
、
自

民
党
政
治
に
対
す
る
厳
し
い

審
判
が
下
り
、
与
野
党
の
大

逆
転
と
な
っ
た
。

　

07
年
の
参
院
選
で
わ
た
し

は
、「
自
民
党
の
敗
因
に

は
、
自
公
政
治
の
根
本
に
根

ざ
し
た
慢
性
的
要
因
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、

地
方
交
付
税
を
削
減
し
な
が

ら
、
医
療
・
社
会
保
障
費
の

負
担
増
や
住
民
税
増
税
な
ど

に
よ
っ
て
格
差
と
貧
困
の
拡

大
を
進
め
る
一
方
、
高
収
益

の
大
企
業
に
は
い
っ
そ
う
の

支
援
を
続
け
た
こ
と
が
、
歴

史
的
大
敗
を
引
き
こ
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
指

摘
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
民
主
党
は
、
03

年
に
財
界
の
肝
い
り
で
自
由

党
と
旧
民
主
党
の
「
民
由
合

併
」
と
し
て
誕
生
し
、
か
つ

て
は
「
構
造
改
革
」
の
推
進

を
自
民
党
と
競
っ
て
き
た
。

こ
れ
が
、
07
年
参
院
選
を
境

に
生
活
重
視
と
い
う
路
線
を

採
用
し
、
今
回
の
選
挙
で
は

衆
院
選
結
果
を
受
け
て

理
事
長　

伊
津　

進
弘

政治の「変化」を確かなものに
社会保障･生活改善へ 高まる協会の役割

厚生局

協　会


